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この本
※

について　　※『Communication-Design』　通称 オレンジブック

—コミュニケーションデザイン・センター

2005 年 4月に誕生した大阪大学コミュニケーションデザイン・センター（以

下、CSCD）は、「専門知識をもつ者ともたない者のあいだ、利害や立場の異なる

人々のあいだをつなぐ、コミュニケーションの回路を構想・設計・実践すること」

を目標に掲げて、多様な活動を行っています。その主たる事業は、全学の大学院

生を主な対象としたコミュニケーションデザイン科目を提供する教育活動、社学

連携活動、そして「コミュニケーションデザイン」にかんする研究に取り組むこと

です。この三つを柱として、多様な専門性をもったメンバーがそれぞれの専門性

に閉じこもらずに、コミュニケーションにかかわるテーマや課題に対して、実験的

な活動を行ってきました。この活動は、少しずつ社会の仕組みに組み込まれてい

ます。また、幾つかの活動は、新たな回路として社会に錨を下ろしつつあります。

—経緯

本書『Communication-Design』は、CSCDの活動や研究の多くを吸収し、

CSCDと社会との結び目を作る機能をもって、2006年度から編集されております。

表紙の象徴的な色にちなんで通称「オレンジブック」と呼ばれ、従来の研究論文

の形式をとったものから新しい表現を追及したものまで、多様な内容とそれを現

す文体で表現されています。同時に、広報物としての機能も果たしています。

それは本書が、CSCDの活動を紹介する「第1部 特集」と「第2部 コミュニ

ケーションデザイン論集」の2部から構成されていることにも起因します。とりわ

け特集は、CSCD内での議論の変遷をなぞったものとして編まれてきました。

1冊目の0号では、各スタッフの紹介とともに、「私たちはどうしてここにいて、

何をしようとしているのか」が、リレー方式で議論されました。2冊目（1号）は、

一般販売も視野に入れ、CSCDの主たる事業である教育、研究、社学連携の3

点を紹介するとともに、デザインにかかわる教員たちが CSCDでのデザインの課

題について語らいました。3 冊目（2 号）では、社会の様々な場で使われるよう

になった「協働」という言葉をとりあげ、スタッフの個別の「協働」活動に焦点

を当てつつも、それぞれの違いをもとに、関連する活動の全体が動いている様

子を描くことを試みました。

このような本書の編集・制作は、CSCDが掲げるコミュニケーション回路の構

想・設計のための一つのプロジェクトであり、それを出版することは、この回路

を実験的に作動させることだとも考えています。
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—本書3号について

本号は、CSCD設立から5年目という節目の年にちなみ、これまでの多様な活

動を、その実践者の視線から捉え直すことを試みた「特集号」として編みました。

CSCDの取り組みとして、例えば 2006年度から開講しているコミュニケーショ

ンデザイン科目は35科目を数えますが、それぞれの授業の方法は多くの議論を

もとに生みだされております。この議論自体がコミュニケーションデザイン研究と

して記載されてもいます。またCSCDでは、センターとして企画・運営を行う活

動と各教員が外部資金を獲得して行っている活動を「プロジェクト」と呼んでおり、

「サイエンスショップ」や「知術デリバリー（知デリ）」、学内外での対話の場とし

ての「ラボカフェ」、「オレンジカフェ」などが進められてきました。これらのプ

ロジェクトの多くは、社学連携活動として位置づけられていますが、この活動と

教育、研究は緩やかに結びつき、新たなコミュニケーション回路を生み出してき

た、それ自体も論じられています。コミュニケーションデザインにかかわる研究も

盛り込まれていますが、これも社学連携活動や授業と切り離せないこととして議

論されております。

そして、メンバー一人ひとりがそれぞれの仕方で試行錯誤を繰り返しつつ取り

組んだ、コミュニケーション回路の構想や設計・実践を通して、メンバーたち自

身も否応なく変化させられてきました。その経緯が論じられたり、語られたりし

たものもあります。つまり、CSCDのメンバー自体が実験をする主体でありながら、

その実験に取り込まれた素材でもあったのです。それを反省的に捉え返したのが、

特集号としての『Communication-Design』3号です。

本号は、前号までの「特集」と「論集」とが合体した書物というスタイルでは

なく、集められた25編の、多様な表現で論じられた論集を、5つの枠組みに括っ

て特集としました。これまでの2部構成の境界を取り払うことで、多様さをそのま

ま束ねて一つの書物となりました。CSCDの5年間を照らし出す25編の論考と、

本書を手に取って下さった読者の方々とのコミュニケーション、つまり対話がいか

に発展するのかを期待しています。またこの出会いが 6年目以降のCSCDの活動

へと繋がって行くことを希望します。

� オレンジブック･プロジェクト
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